
第
四
節

幕
末
期
の
酒
造
業

灘
酒
造
業
の
集
中
化

江
戸
入
津
樽

数
の
変
遷

天
保
改
卒
は
酒
造
業
に
と
っ
て
み
る
と
、
冥
加
金
は
従
来
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
、
出
造
り
・
出
稼
ぎ
は
新
た
に

規
制
さ
れ
た
も
の
の
、
株
仲
間
停
止
か
ら
も
除
外
さ
れ
て
、
実
質
的
に
は
由
来
の
制
度
と
ほ
と
ん
ど
奨
な
る

と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
天
保
改
革
後
か
ら
幕
末
に
か
け
て
の
時
期
は
、
江
戸
積
溜
造
業
の
経
営
は
赤
字
年
が
連
続
し
、

江
戸
潜
問
屋
と
の
対
立
も
あ
っ
て
、
灘
酒
造
業
と
し
て
も
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
た
と
い
え
る
。

ま
ず
幕
末
期
の
江
戸
入
津
棒
数
の
変
遷
か
ら
み
て
み
よ
う
（
関
口
プ
付
表
れ
）
。
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
の
十
一
一
郷
申
合
せ
に

幕末期の酒造業

よ
っ
て
、
文
政
四
年
の
入
津
得
数
を
基
準
に
し
て
生
産
の
自
主
規
制
が
な
さ
れ
て
以
来
、
そ
れ
が
基
準
と
さ
れ
て
き
た
が
、
柑
祢

末
期
に
は
、
十
二
郷
内
部
の
各
郷
に
異
な
っ
た
動
向
が
あ
ら
わ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、

）
 
－
 
（
 
十
二
郷
の
う
ち
灘
自
の
占
め
る
割
合
は
、
文
政
四
年
の
五
九
・
六
%
か
ら
漸
次
減
少
傾
向
に
あ
り
、
慶
応
一
一
年
（

八
六
六

第四節

に
は
五

ム
ハ
・
八
%
か
ら
慶
応
二
年
に
は

%
に
ま
で
減
っ
て
い
る
。
伊
丹
は
さ
ら
に
激
し
い
減
少
を
示
し
、
文
政
四
年
の

五
・
五
%
に
ま
で
激
減
し
た
。

iJt 近歴史編漉789 
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幕予長期における摂泉十二基IIの江戸入津栂数の変遷

53.3% 16.9% 
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18.1% 878, 774樽

16.6% 
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681. 327樽｜

l玄I54 

(2) 

そ
れ
に
ひ
き
か
え
今
津
が
さ
・
五
%
か
ら
一
五
・
七
%
へ
、
間
宮

790 

は
七
・
六
%
か
ら
二
ハ
・
六
%
へ
と
そ
の
比
率
を
塙
大
さ
せ
て
い
る
。

同
じ
こ
と
は
文
政
四
年
を
一

O
Oと
す
る
指
数
を
と
っ
て
み
て
も
、

今

δ

灘
闘
が
一
時
的
に
安
政
一
二
年
に
八
五
と
回
復
し
て
い
る
が
、
慶
応
ニ

年
に
は
五
九
に
下
が
り
、
伊
丹
は
嘉
、
氷
六
年
（
一
八
五
一
二
）
に
は
概
端

に
一
一
一
五
に
ま
で
落
ち
込
み
、
慶
応
二
年
に
は
二
二
に
激
減
し
て
い
っ

て
い
る
。

そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
西
宮
は
慶
応
二
年
に
は
一
問
問
、

今
津
は
一
一
九
五
と
急
激
な
増
大
傾
向
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
入
津
樽
数
の
最
的
橋
大
を
示
し
た
文
化
・
文
政
期
の
動
向
と

は
対
照
的
な
動
き
が
、
そ
の
量
的
増
大
に
終
止
符
を
う
っ
た
幕
末
期
に

お
い
て
あ
ら
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
文
化
・
文
政
期
に
江
戸

市
場
に
鰹
進
し
て
い
っ
た
灘
間
と
伊
丹
が
、
幕
末
期
に
は
後
退
し
、
そ

れ
に
反
し
て
文
化
・
文
政
期
に
は
そ
れ
以
前
の
宝
暦
？
安
永
期
よ
り
後

退
を
余
犠
な
く
さ
れ
て
い
た
今
津
・
西
宮
の
両
郷
が
、
幕
末
期
に
は
十

幕末の社会

二
郷
内
部
で
相
対
的
に
も
絶
対
的
に
も
異
常
な
発
展
傾
向
を
み
せ
た
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。

第五Jft



灘
呂
・
伊
丹
の
後
退
と

今
津
・
酋
宮
の
進
出

そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
灘
間
と
伊
丹
両
郷
の
後
退
と
、
今
津
・
西
宮
両
郷
の
進
出
と
い
う
、
江
戸
積

十
二
郷
内
部
に
お
け
る
対
照
的
な
傾
向
を
も
た
ら
し
た
要
閣
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
灘
闘
に
関
し
て
は
、
文
化
・
文
政
期
の
勝
手
造
り
令
の
も
と
で
、

の
量
的
拡
大
が
、
潟
、
造
り
集
中
化
を
志
向
す
る

技
術
革
新
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
発
展
の
成
果
は
、
結
果
的
に
は
高
額
の
冥
加
金
を
負
担
す
る
新
規
株
の
交
付
に

よ
っ
て
幕
府
に
掌
握
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
、
あ
わ
せ
て
幕
末
期
に
は
委
託
販
売
方
式
に
よ
る
売
掛
金
の
増
大
が
、
酒
造
経
営
を

圧
迫
し
、
ひ
い
て
は
問
屋
の
荷
主
系
列
化
へ
拍
車
が
か
け
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
た
伊
丹
の
後
退
も
、
文
化
・
文
政
期
か
ら
天
保
期
に
か
け
て

故
に
酒
造
技
術
が
大
き
く
進
歩
し
、
ま
た
そ
れ
を
需
要
す

る
江
戸
市
場
の
変
化
の
な
か
で
、
も
と
も
と
秋
彼
岸
ご
ろ
よ
り
仕
込
ま
れ
た
早
造
り
の
新
酒
な
、
古
酒
蔵
切
と
新
酒
番
船
の
端

境
期
に
出
荷
し
、
莫
大
な
利
潤
を
独
占
し
て
ゆ
く
と
い
う
伊
丹
独
特
の
体
勢
が
山
則
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
天
保
期
に
突

施
さ
れ
た
領
主
近
衛
家
の
て
こ
入
れ
に
よ
る
酒
造
株
の
入
株
・
貸
付
政
策
が
失
敗
し
た
こ
と
な
ど
が
、
そ
の

間
と
し
て
考
え

ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
前
官
郷
の
場
合
は
、
ま
ず
明
和
・
安
永
期
に
従
前
の
酒
造
家
が
没
落
し
、
文
化
・
文
政
期
に
新
た
な
江
戸
積

幕末期の澗造業

酒
造
家
が
台
頭
し
て
き
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

さ
ら
に
天
保
十
一
年
（
一
八
四
O
）
西
宮
で
宮
水
が
発
見
さ
れ
、
そ
れ
を
契
機

に
水
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
る
に
お
よ
ん
で
、
そ
の
宮
水
の
有
す
る
有
効
性
が
改
め
て
宣
伝
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
も
、
江
戸
市
場
に
お
け
る
「
沼
薄
造
り
の
方
を
好
み
候
」
と
い
う
需
要
隠
の
変
化
に
、
灘
の
酒
造
家
が
敏
感
に
対
応

第四節

し
た
も
の
と
し
て
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
官
水
の
湧
出
地
で
あ
る
西
宮
の
立
地
条
件
の
良
さ
が
発
揮
さ
れ
、

隣
接
す
る
今
津
郷
も
ま
た
そ
れ
に
結
び
つ
い
て
、
灘
一
一
一
郷
の
な
か
で
灘
間
伐
に
代
わ
っ
て
進
出
し
て
ゆ
く
条
件
が
整
っ
て
い
た
と

1~： 近際史総llll79r 



い
え
よ
う
。
近
肢
に
お
い
て
領
主
の
支
配
関
係
を
異
に
し
、
都
市
酒
造
業
と
在
方
沼
造
業
の
違
い
を
み
せ
な
が
ら
、
今
津
と
西

郷
を
包
摂
し
て
近
代
の
灘
五
郷
が
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
契
機
も
、
そ
の
点
に
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

宮
の
再
郷
が
幕
末
期
に
は
「
西
今
津
し
と
も
い
わ
れ
る
酒
造
仲
間
の
結
合
を
示
し
、
明
治
期
に
な
っ
て
新
た
に
西
宮
郷
と
今
津

江
戸
入
津
縛
数
か
ら

み
た
灘
呂
の
変
化

さ
て
、
灘
間
口
が
入
津
稀
数
か
ら
み
て
幕
末
期
に
は
減
少
額
向
に
あ
る
こ
と
は
指
摘
し
た
が
、
灘
日
間
組

（
上
灘
東
組
・
問
問
中
組
・
問
商
組
・
下
灘
）
の
あ
い
だ
で
は
ど
の
よ
う
な
変
化
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

は
、
必
ず
し
も
一
様
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

図
日
（
付
表
h
M

）
は
、
灘
間
関
組
の
各
入
津
樽
数
を
表
示
し
た
、
も
の
で
あ
る
。
灘
目
川
口
組
の
幕
末
に
か
け
て
の
入
津
樽
数
の
変
化

）
 

－
 
（
 
間
組
の
う
ち
で
基
準
年
で
あ
る
文
政
問
年
に
上
位
を
占
め
た
の
は
、
上
灘

97 京柑1

8 ケ：：：：.＿＿＿ 97 －－－～～--J..5 
~67ド時 小説l

1Jlj¥!l 

の
中
組
・
間
組
で
あ
る
が
、

こ
の
両
紐
は
幕
末
に
か
け
て
減
少
し
、
同
時

に
下
灘
も
激
し
い
落
ち
込
み
を
示
し
て
い
る
。
文
政
四
年
を
一

O
Oと
す

る
指
数
で
は
、
文
久

の
西
組
は
四
七
、
中
組
は
七
五
に
減
少
し
て
い

126 

る
(2) 

こ
の
よ
う
に
上
灘
の
中
組
・
間
組
と
下
灘
が
減
少
し
て
い
る
な
か
で
、
東

組
だ
け
が
文
久
三
年
の
指
数
は
二
一
五
と
な
り
、
文
政
四
年
を
上
ま
わ
る
増

131 

大
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
傾
向
は
、
そ
の
組
の
中
心
を
な
す
東
組
の
魚
崎
村
、
中
組
の
御
影

白

aI
 

数UH
 
J
 

100 

村
、
西
組
の
大
石
村
の
動
向
と
一
致
し
て
お
り
（
図
%
・
付
表
ね
て
上
昇
し
て
ゆ

一円江の紹

（
一
八
五
J
C

閉

山
立
政

3

臼機る
透
け
変
お
の

（一八一

J
O
）
に
数

火

保

広

期

間
米

津

森

入

戸
、
J
N

、J

減
一
（
一
八
＼
一
～
凶

J

ヌ
B
4
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滋日全体の推移(f旨数）

100 99.6 

指
数
∞

く
東
組
魚
崎
村
（
郷
）
、

（郷）、

85.2 

安
政
3

尺呆↓．
L

7
1ム
d

文
政
4

I・灘三詰iの推移（実数）万ii沼m
f脅i大：fiH
I "132. 697 
13 「

58,362 
58,051 

京総

魚崎ヲ

47,635 

現
状
維
持
的
な
中
組

i
御
影
村
（
郷
）
、

52,290 5 

（
一
八
六
三
）

文
久
3
年

（
一
八
五
六
）

安
政
3
年

（一八…一一
O
）

天
即
時
元
年

（
一
八
一
一
二

文
政
4
年

幕末期における上灘三組の江戸

入津撚数の変遷

!El 56 

そ
し
て
停
滞
し
て
ゆ
く
西
組
！
大
沼
村
（
西
郷
）
と
下
灘

と
い
う
顕
著
な
変
化
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

下
灘
は
脇
浜
・
一
一
ツ
茶
屋
・
神
戸
な
ど
の
諸
村
を
ふ
く
む
地
域
で
、

い
え
る
。

の
ち
明
治
期
に
入
っ
て
江
戸
積
酒
造
地
か
ら
消
え
て
ゆ
く
が
、
そ
の
徴
候
は
こ
の
幕
末
期
に
お
い
て
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
と

幕末期の瀦造業

幕
末
期
の
灘
間
酒
造
業
の
動
向
は
、
こ
の
よ
う
な
変
動
を
内
包
し
な
が
ら
、
特
定
酒
造
家
へ
の
集
中
化
が

ゆ
く
の
で
あ
る
。

第四節

酒
造
株
高
か
ら
み

た
集
中
化
と
没
落

表
加
は
天
保
八
年
（
一
八
一
一
一
七
）
と
明
治

段
と
進
行
し
て

（
一
一
一
級
）
同
郷
を
中
心
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。 （
一
八
七
O
）
の
所
有
株
高
別
酒
造
家
数
を
、
今
津
・
上
灘

た
だ
し
天
保
改
革
以
降
は
前
述
の
涌
り
、
沼
造
株
高
は

世：近日歪史書奇襲793 



所有株高別酒造家数の変動（天保8年→明治3＇.ド）表 217

淵tJ:. A 
ド1

引
引

組西組組東

今

油
伴

凶

宮

十2

今

δ
！？
V
F
3

’A1
4
v
n
u
 

n
u
i
v唱
i

2
↓
2
 

o
l
v
2
 

l万石以上

4
1
1
V
4

・

ハU
！
i
v

’i

－s
a
i
l
v
ハU

円

U
1
1
v
t
i

5,000石以上
1万石未満

士。

ハy

’n
t

l
｛

1
 

日
l
v
6

今

O
i
v
O
J

日
i
v
7

o
o
－
－

vrho 

1
1
1
 

勺
A

、1
i

内

d
1
1
V
巧，

a

3 

t
i

’A仏
T

2
d

、nvJ

1
 

n
V
9
 

得
。
’
？
“

q
，，台、今
4

-37 

O
J
i
4
 

1

、
4

咽

A
i
v
n
δ

勾‘u
i
l
v
w

、d

n
u
－
－

v
ヲ，“

－
↓
2
 

－
A
l
v
A
U
 

2
1
v
H
 

十25

4
a
i
z
b
 

ハU
l
i
v
ヲ’
u

円

U
f
f
V
1
A

？ゐ

i
e
v
n
u

1, 000石以ヒ
5,000石未満 32 

500石以上
1, 000石未満 17 

十1

－A

’？“ 

r
h
u

－－、戸、
U

1

1

 

3
1
v
o
J
 

今，h

今，“白

7
v
2
5
 

I
l
l
－
 

一勾，

4
1
v
U
十

8
j
F
1
7
 

l

i
－
－
 

9
J
7
8
 

？
“
、
今
、
υ
よ
ea

’’
4
A
 

1
1
v
L
十

3

’
5
8
 

2

、
l

－

－l
2
υ
 

9
1
v
U
十

7
’
2
5
 

ヲゐ
1
1
、
今
必
一

500石未満

計宇1誌
にI

-9 
52 

酒
造
稼
石
高
と
称
し
、
株
高
が
そ
の

ま
ま
実
際
の
造
石
高
を
表
示
し
て
い

な
い
点
を
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
お
よ
そ
次
の
特
徴
を
あ
げ
る

」
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

∞
株
高
一
万
石
以
上
の
酒
造
家
が
、

天
保
一
一
一
年
の
一
一
一
軒
か
ら
明
治

（注） 矢口jの」二は天保8年，下は明治3年の溜逃家ii午数。
資料．「御影酒造組合文書J，「向嘉納家文惑J

五
軒
に
増
加
し
て
い
る
、
同
一

0
0

O
在

J
五
0
0
0石
ま
で
の
灘
五
郷

に
お
け
る
中
堅
ク
ラ
ス
の
酒
造
家
は
、

二
軒
か
ら
九
四
軒
へ
と
、

軒
も
減
少
し
て
い
る
、
例
そ
れ
と
は

社
4m仙川
1mω
亡
、

j
j
t
l
 
五

O
O石
J

一0
0
0

石
の
中
小
競
技
の
酒
造
家
は
一
九
軒

か
ら
問
問
軒
に
倍
増
し
て
い
る
、
川
刊

酒
造
家
全
数
で
は
九
軒
減
少
し
て
い

る
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灘
民
間
経
の
な
か
で
上
昇
し
て
ゆ
く
東
組
の
魚
崎
村
は
、
明
治
一
一
一
年
に
は
赤
穂
屋
（
雀
部
）
市
郎
右
衛
門
と
荒
牧
態
（
山
口
問
）
太

左
衛
門
の
二
軒
が
一
万
お
所
持
者
と
な
る
一
方
、
軒
数
で
は
一
一
一
一
一
軒
か
ら
…
五
軒
へ
と
減
少
し
、
灘
自
で
は
一
番
激
し
い
集
中

過
程
を
示
し
て
い
る
。

文
政
四
年
江
戸
入
津
樽
数
が
灘
目
第
一
位
の
閥
組
の
大
石
村
で
は
、
明
治
一
一
一
年
に
新
た
に
五

0
0
0石
以
上
の
酒
造
家
と
し

て
松
屋
（
松
岡
）
甚
右
衛
門
が
現
れ
て
く
る
が
、
他
方

0
0
0石
J
五

0
0
0石
の
中
擦
問
胞
の
没
落
が
目
立
っ
て
い
る
。

そ
し
て
中
総
の
御
影
村
で
は
、
天
保
八
年
・
明
治

に
一
万
石
以
上
の
酒
造
家
と
し
て
嘉
納
治
兵
衛
と
向
治
郎
右
衛

門
の
一
一
軒
を
輩
出
し
て
い
る
が
、
五

O
O
O芯
J

軒
が
減
少
し
、
軒
数
の
増
加
は
五

O
O石
J
一
0
0
0

万
石
の
酒
造
家

石
の
小
規
模
酒
造
家
に
み
ら
れ
、
極
端
な
両
極
分
解
を
示
し
て
い
る
。
山
中
組
に
お
け
る
明
治

人
の

万
石
酒
造

の
も
う

ゆ
が
は
石
屋
村
の

（
木
村
）
喜
兵
衛
で
、
そ
の

方
で

0
0
0石
J
五

O
O
O石
ク
ラ
ス
が
半
減
し
て
い
る
。
さ
ら
に
中
組

の
東
明
村
で
は
、
天
保
八
年
に
一
万
石
を
所
持
し
て
い
た
酒
造
家
が
、
明
治
一
一
一
年
に
は
没
落
し
、

か
え
っ
て
酒
造
家
軒
数
が
四

軒
か
ら

軒
に
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
幕
末
期
に
お
い
て
灘
協
が
一
般
的
趨
勢
と
し
て
は
、
江
戸
入
津
帯
数
が
頭
打
ち
し
て
退
潮
傾
向
に
あ
っ
た
な

幕末期の溜造業

か
で
、
酒
造
仲
間
内
部
で
は
株
高
一
万
石
以
上
所
持
者
は
か
え
っ
て
増
え
て
お
り
、
中
堅
隠
の
激
減
と
千
石
以
下
の
中
小
規
模

躍
の
倍
増
と
い
っ
た
形
で
集
中
と
没
落
が
一
段
と
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
集
中
化
の
進
行
を
、
文
化
・
文
政
期
に
は
発
展
し
な
が
ら
幕
末
期
に
は
減
退
傾
向
に
あ
っ
た
御
影

幕
末
期
の
御

影
滋
造
業

村
西
組
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
ま
ず
天
保

の
株
改
め
の
結
果
を
ま
と
め
た
の
が
表
別
で
あ
る
。
こ
の

~関節

時
新
規
株
と
し
て
交
付
さ
れ
た
一
一
一
万
石
余
は
い
わ
ば
発
展
期
の
増
石
分
で
、
従
来
か
ら
の
御
免
定
株
・
籾
買
入
株
合
計
一
一
一
万
六

i!!• 近歴史編Ill79ラ



酒造人 ｜御吋ilm賀入＊＊Iii新規判長1借株Iii合計
1 嘉納屋治兵衛

2 // l; {'F-
3 グ治郎右衛門

4 グ 彦右衛門

5 グ保兵衛

6 。勝三郎

7 。治三郎

8 。彦凶郎

9 グ彦治郎

10 グ 治三兵衛

11 グ長兵衛

12 グ久兵衛

13 グ 治郎太夫

14 か彦三郎

計

15 材木屋利 !l)J 

16 M 藤 七

17 グ孫市郎

18 沢田屋重兵衛

19 伊勢屋七右衛門

20 グ 嘉右衛門

21 薩摩屋弥兵衛

22 西国弥兵衛

23 大和屋嘉左衛門

24 伊勢屋七郎兵衛

25 弁f海底佐兵衛
26 泊康伊佐次

メ口合、 計

（注） 石未満は切捨て。

資料：「向嘉納家文書J

第五1主 主主米の社会

石 石
500 5,882 

4,040 4 

2,328 4 

3, 112 3 

1, 600 

!50 1 500 

600 2 

954 1 

1, 827 

1,500 

900 1 

422 

15,684 20 9,831 

680 2 

800 

700 

20 1 780 

2,290 2 900 

!, 738 

1, 100 

600 

350 2 

800 

21, 124 30 15, 149 

石 石 石
3 3,000 12 40 1 9,422 

3,000 7 7,040 

3,600 9 40 1 5,968 

1, 887 4 4,999 

1, 000 3 820 2 3,420 

1 2,000 4 !, 230 1 3,880 

1,600 4 !, 000 1 3,200 

!, 400 4 320 2 2,674 

1 10 1 2, 537 

1, 000 2 20 2, 520 

1 1,000 2 200 1 2,400 

500 2 !, 400 

580 3 !, 002 

500 2 40 1 540 

8 21, 767 59 3, 720 12 51, 002 

920 2 600 2 2, 200 

1 800 2 300 1 1, 900 

500 2 !, 200 

1 2, 300 4 1, 150 2 4, 250 

1 800 3 20 1 4,010 

2 500 2 20 1 2, 258 

!, 000 2 40 1 2, 140 

600 3 1,200 

850 2 !, 200 

800 

500 2 10 1 510 

30 1 30 

14 30, 567 84 5,860 21 72, 700 

796 



第四節幕米郊の酒造業

表 219 明治元年（1868）御影村の源造稼鐙キLi高一覧

活 造 人 ；御免定株（株数）｜籾資入株（株数）I新規株（株数）［合計（株数）

嘉納屋治兵衛｜ 仰 7, 309. 5 (7) 8, 400 (24) 
1玉

(2) 16, 359. 5 (33) 

2 グ治郎右衛門 3, 128 (5) 4, 072. 8 (5) 7, 650 (23) 14, 850. 8 (33) 

3 !/ iiち ff- 2,544 (3) 800 (5) 3,344 (8) 

グ長兵衛 (1) 1, 700 (4) (5) 4 I 1, 200 2,900 

5 グ 治三兵衛 1, 500 (2) 1, 200 (3) 2, 700 (5) 

6 !/ ~丸 2: 2, 400 (8) 2,400 (8) 

7 か作之助 1, 290. 3 600 (2) 1, 890. 3 (3) 

8 。甚 立に』1 1, 600 1,600 (1) 

9 グ 治郎太夫 828.3 630 (2) 1, 458. 3 (3) 

10 。弥兵衛 1, 250 (5) 1, 250 (5) 

計 12, 582. 3 (13) 24, 630 (76) 48, 7 52. 9 (104) 

11 材木犀利 fl)J 2 643.6 3, 560 (10) 6, 203. 6 (15) 

12 グ孫 ，じ 700 800 (1); 800 (3) 2, 300 (5) 

13 ！／ 芸 助 1, 700 (6) 1, 700 (6) 

14 グ甚 助 1, 000 (2) 1, 000 (2) 

15 !/ 空宇 助 800 (1) 

16 伊勢屋泰之助 1, 533. 2 3, 933. 2 (11) 

17 グ 七右衛門 1, 790. 3 (2)1 1, 0凹 2, 790. 3 (3) 

18 グ；長 Pじ 936. 48 (1) 936.48 (1) 

19 グ手lj 助 700 (1) (1) 

20 沢田E重量兵衛 2, 388 (2) 800 (4) 3, 188 (6) 

21 水底たね 800 (t) I 2, 300 (6) ! 3, 100 (7) 

22 鈴鹿文蔵 2,090 (5) (5) 

23 河内康与八郎 1,335 (2) 600 (2) 1, 935 (4) 

24 薩摩箆弥兵衛 l，ヲ00 (4)1 1, 900 (4) 

25 米庭養四郎： 1, 800 （引 1,800 (2) 

26 鍵屋与助： 900 (3) 900 (3) 

メL
に1 計 24,923.98 029. 48(180) 

資料：「御彩澗造総合文t~J

797 E主史告訴盟 近 ii!: 



千
石
余
の
八
四
%
増
と
な
り
、

の
う
ち
一
軒
を
除
く
一
一
一
一
軒
と
、
小
説
絞
な
が
ら
ま
っ
た
く
新
規
に
一
一
一
軒
が
交
付
を
受

け
て
い
る
。
発
展
期
の
幅
広
さ
が
う
か
が
え
る
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
軒
数
で
も
半
分
以
上
を
し
め
る
嘉
納
一
族
一
四
軒
の
株

ム円刊は、

五
万
一
千
石
余
に
及
び
圧
倒
的
な
地
位
を
占
め
て
い
る
。

幕
末
期
の
変
化
を
み
る
た
め
に
、
こ
れ
と
明
治
元
年
御
影
村
の
踊
造
鑑
札
所
持
状
況
を
示
し
た
表
仰
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
第

に
、
総
株
高
に
お
い
て
七
万
二
七

O
O石
（
借
株
を
ふ
く
め
て
）
か
ら
八
万
四

O
二
九
石
へ
と
約
一
万
一
千
石
、

一
六
%

増
加
し
、
そ
の
集
中
化
を
示
し
て
い
る
。
な
か
で
も
新
焼
株
の
移
動
は
激
し
く
、
明
治
元
年
に
は
四
万
ゴ
二
九

O
石
に
増
え
、

総
高
の
地
加
率
を
上
回
る
四
一
%
増
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
他
郷
他
村
よ
り
の
集
中
化
が
進
ん
だ
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

第
二
は
、
相
変
わ
ら
ず
嘉
納
一
族
へ
の
集
中
度
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
天
保
一
一
一
年
の
一
四
軒
が
明
治
元
年

に
は
一

O
軒
に
減
少
す
る
反
問
、
嘉
納
治
兵
衛
・
向
治
郎
右
衛
門
の
ニ
軒
が
計
三
万
石
以
上
を
集
中
独
占
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

,7, c 
し

に
は
、
嘉
納
家
の
別
家
筋
に
あ
た
る
材
木
監
が
、
天
保
一
一
一
年
の
一
一
一
軒
株
高
五
三

O
O石
か
ら
、
明
治
元
年
に
は

五
ii汗

万
二

0
0
0お
へ
と
、
別
家
筋
が
飛
錦
的
に
発
展
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
嘉
納
家
と
そ
の
別
家
な
除
く
と
、
伊
勢
屋

四
軒
で
八
一
一
一
五
九
石
が
目
立
つ
程
度
で
、
あ
と
は
一
ニ

0
0
0石
程
度
以
下
の
酒
造
家
が
波
ん
で
い
る
。

と
こ
ろ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
造
石
J

一
両
の
実
質
的
内
容
を
示
す
入
体
得
数
は
、
文
化
・
文
政
期
よ
り
文
久
期
の
方
が
む
し

ろ
減
少
し
て
い
た
か
ら
（
前
掲
殴
%
）
、

御
影
村
へ
の
こ
れ
ら
株
高
の
集
中
は
、
そ
の
ま
ま
実
質
的
な
造
石
高
の
増
加
に
は
つ
な

が
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
入
津
樽
数
か
ら
み
た
販
売
最
の
増
大
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
従
っ
て
御
影
村
の
こ
の

例
は
、
幕
末
期
の
灘
日
沼
造
業
の
経
営
不
振
の
も
と
で
、
酒
造
家
内
部
の
分
化
と
集
中
が
、
実
際
の
生
産
高
と
は
直
ち
に
結
び

798 主主;jミのお：会第:ri:n



つ
か
な
い
が
、
営
業
特
権
と
し
て
の
酒
造
株
高
の
激
し
い
移
動
と
い
う
形
で
、
確
実
に
進
行
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

幕
末
期
の
魚

崎
村
酒
迭
業

灘
民
不
振
の
な
か
に
あ
っ
て
、
江
戸
入
津
将
数
が
上
昇
し
続
け
て
い
っ
た
の
は
上
灘
東
組
、
な
か
で
も
魚
崎

村
で
あ
っ
た
。
そ
の
魚
崎
村
の
天
保
三
年
の
株
高
は
（
表
別
）
、
従
来
の
株
主
同
（
御
定
免
株
と
籾
民
入
株
）
二
万
六

品、t
じ

1
1
3
2
寸、

J

ノ
千
／
仰
い
サ
生

増
加
分
の
新
規
株
二
万
一
二
五

O
石、

こ
れ
に
拝
借
株
を
加
え
て
約
五
万
二

0
0
0石
余
と
な
る
。

寛
政
五
年

（
一
七
九
一
一
一
）
の
酒
造
株
高
約
二
万
石
か
ら
み
る
と
、

わ
ず
か
四

0
年
間
に
約
一
一
倍
半
の
増
加
と
な
り
、

ま
た
そ
の
一
軒
当
た
り

株
高
も
一
一
一

O
O石
よ
り
二
七
五
四
石
に
増
え
、
経
営
規
模
の
拡
大
が
想
定
さ
れ
る
。
も
っ
て
文
化
・
文
政
期
の
魚
崎
村
に
お

け
る
飛
躍
的
な
発
展
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
天
保
期
の
酒
造
株
所
持
状
況
の
な
か
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
文
化
・
文
政
期
を
中
心
に
酒
造
家
の
没
落
交
代
が
進
行
し

た
こ
と
で
、
酒
造
家
軒
数
は
ほ
ぼ

一O
軒
前
後
と
寛
政
期
の
…
瓦
軒
よ
り
増
加
し
て
い
る
。
な
か
で
も
伝
法
出
身
の
赤
穂
屋
市

郎
右
衛
門
が
こ
の
時
点
で
一
万
一
ぬ
を
超
え
る
灘
五
郷
の
な
か
で
も
有
数
の
巨
大
酒
造
家
に
成
長
し
て
い
る
例
の
よ
う
に
、
魚
崎

村
の
急
成
長
の
担
い
手
は
山
路
家
や
松
尾
家
の
よ
う
な
土
着
の
酒
造
家
で
は
な
く
、
赤
穂
屋
や
荒
牧
監
の
よ
う
な
他
郷
他
村
か

幕末期の酒造業

ら
の
出
造
り
酒
造
家
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
も
、
機
自
の
う
ち
で
は
他
郷
に
み
ら
れ
な
い
特
設
と
な
っ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
天
保
一
一
一
年
の

九
軒
の
酒
造
家
の
う
ち
、

で
が
出
造
り
・
移
住
酒
造
家
で
為
っ
た
。

魚
崎
村
で
も
幕
米
に
か
け
て
は
、
特
定
的
人
へ
の
酒
造
株
の
集
中
化
が
進
み
、
最
大
株
高
と
最
小
株
高
の
格
差
も
、
天
保
期

第凶節

以
上
に
拡
大
し
て
い
る
。
ま
た
赤
穂
屋
は
市
郎
お
衛
門
を
本
家
に
、
次
郎
右
衛
門
・
亀
兵
衛
・
亀
吉
・
要
助
な
ど
の
同
族
を
形

成
し
、
そ
れ
と
並
ん
で
荒
牧
屋
寄
太
部
（
の
ち
大
友
配
給
問
）
が
急
速
に
酒
造
株
を
集
積
し
、
幕
末
に
は

万
石
以
上
な
所
持
す
る

近日歪J1:.綴班799 



ま
で
に
い
た
っ
て
い
る
。
こ
の
赤
穂
屋
と
荒
牧
屋
の
二
府
が
、

宮水発祥之i也me

わ
ば
天
保
期
以
降
の
魚
崎
村
澗
造
業
発
践
の
頂
点
に
立
っ
て
い
た
。

特
に
荒
牧
毘
喜
太
郎
は
天
保
期
に
は
間
宮
へ
も
出
造
り
し
、
こ

の
魚
崎
村
と
間
宮
双
方
で
織
成
さ
れ
る
澗
を
比
較
し
て
、
と
く
に

写真 165

究
す
る
う
ち
、

閲
宮
蔵
の
摺
質
が
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
そ
の
原
田
を
探

つ
い
に
西
宮
の
水
質
が
酒
造
仕
込
水
と
し
て
卓
越

し
て
い
る
所
以
を
発
見
す
る
に
い
た
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
つ
宮
水
の
発
見
」
で
、
天
保
十
一
年
と
い
わ
れ
て
お
り
、

史
実
と
し
て
も
確
認
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
あ
わ
せ
て
こ
の
時
期
に
、
原
料
米
の
精
白
度
を
高
め
、
酒
質
の
向
上
に
つ

と
め
た
の
も
喜
太
郎
で
あ
っ
て
、
天
保
年
間
の
こ
と
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

幕
末
期
に
江
戸
市
場
で
、
下
り
酒
の
需
要
が
頭
打
ち
の
状
況
で
伸
び
な
や
み
、
酒
造
家
は
販
路
拡
張
と
競
争
克
搬
の
た
め
に
、
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何
ら
か
の
打
開
策
を
議
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
時
に
荒
牧
慶
喜
太
郎
は
、
宮
水
の
発
見
と
原
料

米
精
白
度
の
改
良
に
よ
っ
て
、
酒
質
を
淡
白
に
し
て
芳
醇
な
慣
を
実
現
し
、
江
戸
新
川
の
潤
問
屋
を
驚
か
せ
、
荒
牧
屋
こ
と
山

口
巴
の

（
正
宗
の
元
祖
）
は
、

つ
い
に
伊
丹
の
つ
小
判
印
」
（
紙
屋
）
・
「
剣
菱
」
（
掛
仲
間
医
）
の
お
株
を
奪
っ
て
好
評
を
博
し
、

品
質
に
お
い
て
も
第
一
の
名
泊
と
さ
れ
、
灘
酒
が
名
声
を
博
し
て
ゆ
く
端
緒
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
喜
太
郎
に
よ

る
譲
造
技
術
の
改
良
進
歩
と
そ
の
企
業
家
的
手
腕
を
反
映
し
て
、
荒
牧
屋
は
天
保
一
一
一
年
の
一
一
一
千
石
合
か
ら
安
政
一
一
一
年
に
は
一
醍

八
千
石
台
に
急
速
に
上
昇
し
、
さ
ら
に
統
い
て
慶
応
期
に
入
る
と
、
当
時
灘
五
郷
全
体
で
の
一
万
石
株
高
所
持
者
五
府
の
う
ち

に
加
わ
っ
て
ゆ
く
と
い
っ
た
発
展
ぶ
り
を
示
す
の
で
あ
る
。

2 

摂
泉
十
二
郷
の
解
体
と

下
り
酒
問
屋

幕
末
期
の
十

郷
酒
造
仲
間

も
と
も
と
摂
泉
十
ニ
郷
成
立
の
根
拠
は
、
一
手
保
期
以
降
の
灘
一
一
一
郷
（
上
灘
・
下
灘
・
今
津
）
江
戸
積
酒
造
業
の

台
頭
に
対
し
て
、
伊
丹
・
池
田
・
西
宮
な
ど
の
古
規
組
H

都
市
瀬
造
仲
間
が
中
心
と
な
っ
て
、
こ
の
新
興

酒
造
仲
間
を
抑
え
な
が
ら
、
十
二
郷
仲
間
内
部
に
包
撰
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
江
戸
積
酒
造
仲
間
の
荷
主
連

合
が
結
成
さ
れ
、
江
戸
下
り
酒
問
屋
に
対
す
る
荷
主
の
立
場
を
強
調
す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
以
後
状
況
に
応
じ
て
仲

問
中
合
せ
を
行
い
、
江
戸
積
仲
間
と
し
て
の
結
束
を
は
か
り
、
均
衡
を
保
っ
て
き
た
。
そ
こ
に
十
ニ
郷
成
立
の
存
立
条
件
が
あ

り
、
文
化
・
文
政
加
に
み
ら
れ
た
店
街
・
積
控
・
減
造
な
ど
の
生
産
・
流
通
規
制
も
、
十
日
競
組
に
と
っ
て
は
仲
間
申
合
せ
に
よ

っ
て
灘
三
郷
の
発
肢
を
抑
え
る
意
味
が
あ
っ
た
が
、
灘
酒
造
仲
間
か
ら
い
え
ば
、
そ
の
枠
内
で
対
立
を
は
ら
み
な
が
ら
も
競
争
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し
て
ゆ
く
と
こ
ろ
に
中
合
せ
の
有
効
性
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
天
保

（
一
八
三
二
）
の
新
規
株
交
付
と
一
連
の
天
保
改
平
に
み
ら
れ
た
溜
造
政
策
に
よ
っ
て
、
灘
一
一
一
郷
は
、

全
に
仲
間
体
制
の
枠
内
に
限
定
さ
れ
、
幕
府
に
よ
っ
て
そ
の
発
展
も
掌
握
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

い
い
か
え
る
と
、
灘
一
一
一
郷

が
こ
れ
ま
で
新
興
勢
力
と
し
て
十
二
郷
内
部
で
対
立
・
競
争
し
て
き
た
契
機
も
ま
た
消
失
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
新
た
な
事
情
が
生
じ
た
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
大
坂
一
二
郷
が
公
平
な
調
整
者
と
し
て
十
二
郷
触
頭
と
な

り
、
仲
間
内
部
の
調
整
を
腐
る
と
い
う
意
義
も
同
時
に
解
消
し
た
こ
と
を
意
味
し
た
か
ら
、
改
め
て
江
戸
積
み
に
依
存
し
て
い

な
い
大
坂
が
、
江
戸
沼
間
援
と
の
取
引
交
渉
に
当
た
る
と
い
う
不
適
格
さ
が
問
題
祝
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

灘
一
一
一
郷
か
ら
い
え
ば
、
大
坂
を
通
し
て
し
か
江
戸
瀬
問
屋
と
の
折
衝
が
で
き
な
い
と
い
う
不
満
で
あ
り
、
矛
盾
で
あ
っ
た
。
こ

う
し
て
そ
の
不
満
が
、
万
延
ニ
年
（
一
八
六
二
の
「
、
酒
造
年
寄
役
一
件
L

と
し
て
表
開
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

万
延
二
年
の
酒
造

年
寄
役
新
設
要
求

酒
造
年
寄
役
新
設
一
一
件
と
い
う
の
は
、
今
津
・
上
灘
東
組
・
中
組
・
間
組
・
下
灘
の
い
わ
ゆ
る
灘
五
郷

の
酒
造
仲
間
が
、
大
坂
一
一
一
郷
の
触
頭
に
対
し
て
不
信
な
表
開
閉
し
た
出
来
事
で
あ
る
。
灘
五
郷
と
し
て
は
、

特
に
不
利
な
取
引
条
件
に
追
い
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
江
戸
澗
問
屋
と
の
駆
引
を
克
服
し
て
ゆ
く
た
め
に
、
灘
五
郷
白
’
山
河
の
な
か

幕米；期の瀬迭さ長

か
ら
酒
造
年
寄
役
を
選
出
し
、
こ
れ
が
大
坂
一
一
一
郷
に
代
わ
っ
て
、
直
接
問
屋
と
の
折
衝
に
当
た
る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
あ
一
っ
た
。

灘
五
郷
酒
造
仲
間
は
、
そ
の
願
書
で
、
仰
近
年
江
戸
酒
問
屋
よ
り
の
酒
荷
代
金
の
支
払
い
は
滞
り
が
ち
で
、
売
掛
金
は
一
一
…
カ

第四節

年
越
し
に
た
ま
っ
て
い
る
、

ωし
か
も
江
戸
潤
問
屋
は
従
米
か
ら
の
問
屋
蔵
敷
日
銭
六
歩
の
古
法
を
守
ら
ず
、
仕
切
代
金
を
切

り
下
げ
よ
う
と
し
て
い
る
、

ω江
戸
酒
間
麗
が
こ
の
よ
う
に
勝
手
な
新
法
を
試
み
て
く
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十
二
郷
触
頭
と

世近E表並ミ綴目！803 



造
年
寄
役
一
一
件
を
、

酒造沼~げすまし図 c•日本山海名~図会」）

し
て
の
大
坂
一
一
一
郷
沼
造
大
行
事
は
何
ら
な
す
べ
き
術
も
打
と
う
と
し
な
い
、

の
三
点
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
酒
問
屋
の
横
暴
を
許
し
て
い

る
背
景
一
に
は
、
十
二
郷
酒
造
仲
間
の
弱
体
化
が
あ
り
、
そ
の
原
悶
こ
そ
江
戸

間
麗
と
の
交
渉
権
を
全
く
大
坂
一
一
一
郷
に
一
任
し
て
い
る
た
め
で
、
そ
れ
が
仲

出
の
販
売
に
対
す
る
消
極
性
と
も
な
っ
て
い
る
と
し
て
、
こ
の
解
決
策
と
し

て
灘
五
郷
酒
造
仲
間
に
限
り
特
別
に
「
江
戸
積
酒
造
年
寄
役
」
を
選
任
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
と
う
っ
た
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

灘
五
郷
酒
造
仲
間
に
し
て
み
れ
ば
、
十
二
郷
参
会
費
用
で
あ
る
仲
間
入
用

銀
の
割
賦
は
、
江
戸
入
津
樽
数
の
実
績
に
準
じ
て
い
る
た
め
、
灘
五
郷
が
全

写真 166

体
の
七
割
ま
で
を
負
担
し
て
い
る
の
に
、
そ
れ
が
酒
問
屋
と
の
問
題
解
決
の

た
め
に
反
映
し
て
い
な
い
、
と
い
う
不
満
も
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
十
二
郷
触
顕
で
あ
る
大
坂
一
一
一
郷
酒
造
大
行
事
は
、
こ
の
澗

一
己
の
利
心
の
み
に
お
ぼ
れ
、

「
総
体
の
大
法
」
を
無
視
し
た
暴
挙
で
あ
る
と
し
て
、
強
く
反
対
し
た
。

大
坂
は
江
戸
積
専
一
の
場
所
で
は
な
い
か
ら
、
依
枯
悶
制
民
占
身
勝
手
の
な
い
取
り
計
い
が
で
き
る
が
、
灘
五
郷
は
船
持
と
酒
造
家
・

荷
主
が
一
体
で
あ
り
、
得
手
勝
手
の
こ
と
も
多
く
、
こ
れ
ま
で
大
坂
・
西
宮
の
雨
積
所
開
崖
（
栂
廻
船
問
屋
）
も
と
か
く
そ
の
勢

い
に
押
さ
れ
が
ち
で
、
江
戸
積
酒
造
業
は
完
全
に
灘
五
郷
に
独
占
さ
れ
て
き
て
い
る
の
に
、
こ
の
う
え
灘
五
郷
か
ら
酒
造
年
寄

ひ
い
て
は
大
坂
三
郷
の
繁
栄
に
も
影
響
し
、
や
が
て
は
十
一
一
郷
一
統
の

役
を
出
す
と
、
い
よ
い
よ
灘
五
郷
に
商
権
を
奪
わ
れ
、
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結
束
を
惑
乱
し
混
乱
に
導
い
て
ゆ
く
だ
け
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
大
坂
一
一
一
郷
の
反
論
に
対
し
、
灘
五
郷
は
翌
文
久
一
一
年
（
一
八
六
二
）
に
も
再
度
酒
造
年
寄
役
を
出
願
し
て
い
る
が
、
こ
の

結
末
に
つ
い
て
は
判
明
し
な
い
。
お
そ
ら
く
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
摂
泉
十
二
郷
内
部
に
は
文

化
・
文
政
期
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
不
満
が
灘
五
郷
か
ら
提
起
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ
は
幕
末
期
に
お
け
る
灘

酒
造
業
の
経
営
不
振
に
つ
な
が
る
問
題
で
も
あ
っ
た
。
灘
五
郷
の
要
求
す
る
酒
造
年
寄
役
が
結
局
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
、

大
坂
三
郷
に
対
す
る
不
信
は
そ
の
頂
点
に
速
し
、
こ
こ
に
天
明
期
以
来
の
江
戸
積
摂
泉
十
一
一
郷
の
酒
造
家
日
荷
主
連
合
は
、
分

裂
へ
の
危
機
的
様
相
を
呈
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

入
津
美
加
金
と
問

震
口
銭
の
引
上
げ

こ
う
し
て
十
二
郷
酒
造
仲
間
内
部
が
対
立
し
、

荷
主
連
合
も
分
裂
の
情
勢
に
あ
っ
た
元
治
元
年
（

六
回
）
九
月
、

幕
府
は
下
り
酒
間
監
に
対
し
て
、
以
後
取
締
り
の
た
め
に
鑑
札
を
交
付
し
、
か
つ
入
津

樽

樽
に
つ
き
銀
六
匁
の
冥
加
金
を
賦
課
す
る
と
布
達
し
た
。

樽
に
つ
き
銀
六
匁
と
い
っ
て
も
、
当
時
一
カ
年
の
入
津
樽
は

八
O
万
樽
近
く
あ
り
、
金
に
し
て
八
万
両
に
も
達
す
る
額
で
あ
っ
た
。

幕
府
の
こ
の
措
授
に
対
し
て
酒
問
屋
は
驚
き
、
そ
の
免
除
方
念
願
い
出
た
。

し
か
し
そ
れ
が
却
下
さ
れ
る
と
、
酒
問
屋
は
こ

幕米j拐の酒造業

の
冥
加
金
を
荷
主
た
る
酒
造
家
に
転
嫁
す
る
こ
と
に
し
、
沼
荷
売
上
代
金
の
中
か
ら
勝
手
に
そ
の
額
を
控
除
し
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
酒
間
雇
の
措
置
に
対
し
て
酒
造
家
は
憤
慨
し
、
摂
泉
十
一
一
郷
で
は
対
案
と
し
て
、
慶
応
一
一
一
年
（
一
八
六
七
）
六
月
以
後
は
、

第四節

酒

O
駄
に
つ
き
江
戸
表
溜
値
段

五
両
以
上
の
と
き
に
は
一
一
樽
に
つ
き
銀
六
匁
、
そ
れ
以
下
の
と
き
に
は
右
に
準
じ
て
減
額

し
、
こ
れ
を
江
戸
に
お
い
て
誌
上
納
し
た
い
と
出
願
し
た
の
で
あ
る
。
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」
の
よ
う
な
荷
主
対
問
屋
の
対
立
関
係
の
な
か
で
、
さ
ら
に

慶
応
元
年
八
月
、
下
り
酒
問
屋
二
七
人
の
連
印
に
よ
る
蔵
敷
間

屋
口
銭
の
引
上
げ
要
求
問
題
が
起
こ
っ
た
。
澗
関
原
慨
は
、
従

米
の
蔵
敷
口
銭
六
歩
を
四
歩
増
の
一
割
に
府
額
し
た
い
と
し
て
、

流行i関銘録（灘目）

そ
の
理
由
に
江
戸
で
は
大
名
屋
敷
が
空
屋
敷
悶
様
と
な
っ
て
、

金
融
も
不
融
通
と
い
う
状
況
を
あ
げ
た
が
、
こ
れ
に
は
十
一
一
郷

荷
主
側
に
も
強
い
反
対
が
あ
っ
て
、
結
局
八
歩
口
銭
で
落
着
し

て
い
る
。

写真 167

」
の
問
屋
蔵
敷
口
銭
引
上
げ
を
め
ぐ
る
一
件
は
、
幕
末
期
に

お
け
る
江
戸
下
り
酒
問
屋
と
荷
主
1
酒
造
家
と
の
対
立
関
係
の

雌
移
を
象
徴
的
に
表
わ
し
て
い
る
事
件
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ

の
よ
う
な
強
圧
的
な
問
屋
の
主
張
に
対
し
て
も
、
酒
造
家
側
で

一
致
し
て
荷
主
の
立
場
か
ら
反
論
し
て
ゆ
く
だ
け
の
結
束
は
み

し
た
酒
問
屋
に
対
す
る
荷
主
の
自
主
性
を
貫
徹
す
る
意
図
に
発
し
て
い
た
が
、
他
郷
の
同
意
を
得
る
こ
と
も
で
き
ず
、
大
坂
一
一
一

ら
れ
な
か
っ
た
。
前
述
の
灘
五
郷
沼
造
年
寄
役
一
件
も
、
こ
う

郷
と
灘
五
郷
と
の
対
立
の
潜
を
深
め
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
臨
応
元
年
の
問
屋
蔵
敷
口
銭
引
上
げ
問
題
は
、
こ
の
よ
う
な
灘
五
郷

と
大
坂
三
郷
と
の
対
立
を
い
よ
い
よ
決
定
的
な
も
の
と
し
た
と
い
え
る
。
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こ
，
王
町

月
大
坂
一
一
一
郷
と
商
宮
郷
の
酒
造
行
司
が
減
造
の
中
合
せ
を
決
め
、
こ
れ
を
各
郷
に
通
達
し
た
と
き
、
灘
五
郷
は

こ
の
由
工
口
せ
を
無
視
し
、
そ
の
十
二
郷
総
会
へ
の
出
席
も
拒
否
し
た
の
で
あ
る
。

」
う
し
て
大
坂
一
一
一
郷
と
灘
五
郷
が

一
分
し
、
大
坂
一
一
一
郷
を
触
頭
と
す
る
江
戸
積
酒
造
仲
間
の
結
束
が
動
揺
し
て
ゆ
く
状
況
下

で
、
酒
造
家
は
そ
れ
ぞ
れ
幕
末
期
の
差
し
迫
っ
た
経
営
悪
化
の
取
引
慣
行
の
な
か
に
浮
沈
を
重
ね
て
い
っ
た
。
そ
こ
か
ら
脱
出

し
て
荷
主

1
酒
造
家
の
問
屋
に
対
す
る
自
主
性
を
貫
徹
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
灘
五
郷
と
、
幕
藩
体
制
制
の
総
体
的
な
危
機
の
な
か

に
沈
滞
し
て
ゆ
く
こ
と
に
敢
え
て
甘
ん
じ
て
い
た
ほ
か
九
郷
と
の
経
営
の
援
と
対
立
を
、
そ
こ
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
こ
の
動
静
は
、
幕
薄
体
制
確
立
期
に
江
戸
積
酒
造
業
の
主
流
を
構
成
し
た
大
坂
・
伊
丹
・
池
悶
・
間
宮
な
ど
の
古
規

組
仲
間
の
全
面
的
後
退
と
、
新
興
灘
五
郷
の
新
規
制
服
酒
造
仲
間
の
進
出
発
展
の
う
ち
に
、
幕
末
期
に
お
い
て
は
も
は
や
前
者
に

よ
る
失
地
回
復
は
実
現
さ
れ
な
い
ま
ま
、
以
後
十
二
郷
取
締
り
む
き
、
万
端
総
崩
れ
と
い
う
事
態
に
ま
で
深
刻
化
し
て
い
た
。

｝
れ
は
ま
さ
に
幕
滞
体
制
の
崩
壊
と
そ
の
運
命
を
共
に
す
る
摂
泉
十

郷
の
解
体
で
も
あ
っ
た
。

幕末期の酒造業第四節
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